18世紀後半のポーランド・リトアニア連邦におけるシュラフタ（貴族）の社会史的研究（継続）－官職社会、地主社会、宮廷と地方の問題を中心に－ by 白木 太一
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白木太一「ポーランド 1791 年 5 月 3 日憲法－そ
の沿革、前文の内容、歴史的意義―」『大正大學研究




















ゆる「四年議会」（1788 年 -1792 年）の中での憲法
制定過程がどのようなものであったのかについても考
察した。
第２章「1791 年 5 月 3 日憲法（全文）」では、憲
法の全文の翻訳をおこなった。この憲法の構成は以下
のとおりである。前文、第１条：支配的宗教、第 2 条：
地主であるシュラフタ、第 3 条：都市と都市民、第 4 条：
農民、第 5 条：政治体制、もしくは公共諸権力の定義、
第 6 条：議会、もしくは立法権、第 7 条：国王、執行権、







































































































在した。1763 年に国王アウグスト 3 世が死去した。
翌年になるとイグナツィは、ポニャトフスキに対する
ポトツキ側の使者に任じられ、ポトツキ陣営からポニ
ャトフスキが属するチャルトリスキ派へと鞍替えし
た。この選択は、その後のクラシツキの運命を大きく
変えることになった。イグナツィがルシ県の聖職者の
ネットワークから飛躍できた背景には、ポトツキ派か
らチャルトリスキ派への鞍替えと、チャルトリスキ派
出身のポニャトフスキが国王に選出されるという大き
な偶然が不可欠であった。
さらに第３章「フランチシェク・カルピンスキ
（1741-1825 年）とルシ県とのかかわり」では、18
世紀後半のルシ県における零細シュラフタが地域社会
といかにかかわったかを示す一例として、回想録『わ
が時代、ならびに私と共に生きた人々の物語』の著者
でもあるフランチシェク・カルピンスキを取りあげた。
カルピンスキの父は無官の零細シュラフタであり、
先祖伝来の多くの迷信を信じ、西欧的なものを毛嫌い
していた。その後彼はスタニスワヴフのイエズス会学
校に就学するが、見聞の対象は近隣に限られていた。
さらにルヴフのイエズス会アカデミーで学んだ後、ウ
ィーンに留学した。彼の生活圏が広がる大きなきっか
けになったのは、ルシ県に滞在中のアダム・カジミェ
シュ・チャルトリスキと偶然知り合ったことであった。
チャルトリスキは彼を秘書官として雇い、ワルシャワ
で政治活動に従事することになった。このころになる
と、彼の行動範囲はルシ県全域はもとより、マゾフシ
ェ地方、ポドラシェ地方、さらにはリトアニア大公国
へと広がっていくのである。
しかし彼自身のマグナート宮廷社会への適応力のな
さと相俟って、ワルシャワでの生活に失望したカルピ
ンスキは、ルシ県に戻り領地の請負人として生計を立
てる日々を過ごす。その後再びワルシャワに出て、そ
こで知り合った国王の妹イザベラ・ブラニツカの寵児
として、ビアウィストクへ向かう。こうしてカルピン
スキは、無官のまま詩人として、ビアウィストクとワ
ルシャワとを往復しながら、ルシ県を離れて漂泊の生
涯を送ったのである。
最後に「おわりに」で全体をまとめた。様々な地域
権力の間での抗争が絶えなかったルシ県で、中流シュ
ラフタや零細シュラフタはどのような形で権力や自ら
の地位を保持しようとしたのか。本稿では、まとまっ
た史料の残されているクラシツキ家とカルピンスキの
地域社会とのかかわりを、主として官職面や人間関係
の面から考察した。その考察を通じて、零細・富裕シ
ュラフタを問わず、シュラフタが社会の階段を上る際
に必要な要素が何であったのか、あるいは両階層の出
世パターンの相違をある程度検討することができた。
もとより上記の仮説は一例に過ぎない。今後多くの実
例をもとに検証していくことが必要である。そうする
ことで、近世ポーランド社会の多様な特徴が浮き彫り
になっていくのではないだろうか。
Ⅳ．研究の課題と発展
現段階では研究成果という形でまとめられなかった
が、今後の課題としてこれからも研究していきたい問
題も少なくない。以下に三点ほどあげておきたい。
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（１）新たな論文の構想―「イグナツィ・クラシツキ『パ
ン・ポトストリ』の社会的背景－ 18 世紀後半のポー
ランド＝リトアニアにおける地主貴族の理想と現実
－」（仮題）
イグナツィ・クラシツキは、ユートピア小説『パン・
ポトストリ』の著者でもある。この小説は、当時の富
裕シュラフタ地主で「ポトストリ（副膳官）」という
官職をもつ人物を主人公とするユートピア小説である
が、それまでの東方文化の影響を強く受けたサルマチ
ア的シュラフタ像と西欧的地主理念とをいかに調和・
融合させようとしていたのかを知る上で極めて重要な
史料になると考えられる。その際、クラシツキがポー
ランド文化史上でどのように研究されてきたかを踏ま
える必要があるが、そうした研究史と一次史料の検討
を組み合わせることで、近世ポーランド＝リトアニア
におけるシュラフタ地主の理想像が何であったかが明
らかになるであろう。また、ここでクラシツキが取り
上げた副膳官という官職は、地方の名誉官職のひとつ
として実在するものであった。この作品の分析を通じ
て、当時の地方シュラフタが官職の問題をどのように
捉えていたかを知る手がかりとしたい。
（２）アダム・ザモイスキのスタニスワフ・アウグスト
に関する評伝『ポーランド最後の国王』（原典は英語版、
ポーランド語版もある）の翻訳を引き続き行いたい。
本書はスタニスワフ・アウグストに関する最も包括的
な研究・啓蒙書であり、近世ポーランドにおける最後
の国王を政治面だけではなく社会・文化的側面から描
いた書である。ヨーロッパ中部における啓蒙君主の一
人として、我が国にその実像を紹介する意味はあると
思われる。現在は 3 分の２程度を訳出した段階だが、
今後この作業を継続していきたい。
（３）ヴァルミア研究に関して、前述の拙稿では十分に
触れられなかった点も少なくない。具体的には、ヴァ
ルミアの司教行政と他の司教区との比較の問題、ヴァ
ルミアにおける聖職者の在地性の問題、ヴァルミアと
王国領プロイセンとの法的・人的結合関係の問題など
がそれである。これらの課題に関しては、今後も継続
して追究していきたいと考えている。
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①オルシュテイン城 ②リチバルク城
③フロムボルク大聖堂とバルト海 ④グダンスク市庁舎
二四
